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１．策定の背景
１）自転車活用推進法・自転車活用推進計画
◇平成29年5月に「自転車活用推進法」を施行、平成30年6月に「自転車

活用推進計画」を策定（計画期間:平成30年度～令和2年度）。
◇計画では、下記４つの目標を設定。
 ・自転車交通の役割拡大による良好な都市環境の形成
 ・サイクルスポーツの振興等による活力ある健康⾧寿社会の実現
 ・サイクルツーリズムの推進による観光立国の実現
 ・自転車事故のない安全で安心な社会の実現

【GOOD CYCLE JAPANが掲げる４分野の整備】

＜サイクル都市環境＞ ＜サイクル健康＞ ＜サイクル観光＞ ＜サイクル安全＞

出典:自転車活用推進本部ホームページ

資料１
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◇自転車活用推進法では、自転車専用道路の整備や駐輪場整備、交通安
全に係る教育及び啓発、健康の保持増進などの14項目の基本方針を設
定。

◇法第11条に基づく市町村自転車活用推進計画を、35都道府県、33市町
で策定済み（R2.6時点:自転車活用推進本部HPより）。

①自転車専用道路等の整備 
②路外駐車場の整備等
③シェアサイクル施設の整備
④自転車競技施設の整備
⑤高い安全性を備えた自転車の供給体制整備
⑥自転車安全に寄与する人材の育成等
⑦情報通信技術等の活用による管理の適正化

⑧交通安全に係る教育及び啓発
⑨国民の健康の保持増進
⑩青少年の体力の向上
⑪公共交通機関との連携の促進
⑫災害時の有効活用体制の整備
⑬自転車を活用した国際交流の促進
⑭観光来訪の促進、地域活性化の支援

【自転車活用推進法の14項目の基本方針】

１）自転車活用推進法・自転車活用推進計画
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２）⾧野県自転車活用推進計画
◇平成31年３月に、⾧野県では「⾧野県自転車活用推進計画」が策定さ

れ、「安全・安心」「利用環境」「健康・環境負荷」「観光」などの
視点で自転車を活用することを位置付け。

安全
安心

利用
環境

健康
環境負荷

観光

【⾧野県自転車活用推進計画の実施すべき施策】
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２）⾧野県自転車活用推進計画
◇令和元年６月に「Japan Alps Cycling プロジェクト」を設立し、オー

ル⾧野で「サイクルツーリズムの聖地」となることを目指している。

＜Japan Alps Cycling プロジェクト＞
・自転車を通じて⾧野県の魅力を発信していく団体と
して設立

・日本アルプスの景観を核にした、⾧野県を一周する
「Japan Alps Cycling Road」を整備（諏訪・北アル
プス地域から先行着手し、全体で約800kmを予定）

・山岳や高原など⾧野県の特徴を活かしたコースによ
る自転車を活用した観光地域づくりを目指している。

【Japan Alps Cycling Road の案内看板】



３）近隣自治体の取組状況（⾧野市）
①⾧野市自転車活用推進計画
◇「自転車で「ながの」を早爽と ～自然・健康・家計にやさしいまち～」を

目標像として、市民目線での自転車利用に主眼をおいた計画を策定。
◇自動車交通からの転換を図るため、エコ通勤等を促進している。

【目標像と計画体系】

出典:⾧野市自転車活用推進計画
⾧野市ホームページ

【街頭での啓発活動】
【エコ通勤のPRチラシ】

【施策例】エコ通勤の推進
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・通勤時間帯の 渋滞緩和 、公共交通の利用促進及び環境負荷の低減
などを目的として、 自家用車から環境負荷の少ない電車やバス、自転車、
徒歩などへの転換を目指す
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３）近隣自治体の取組状況（諏訪湖周）
②諏訪湖周自転車活用推進計画
◇「諏訪湖創生ビジョン」（H30.3）で示されている「サイクリング

ロードを利用する人も増え、自転車を楽しむ愛好者の拠点として機能
している」といった将来像の実現を目的とし、諏訪湖周のサイクリン
グ環境の創出を図ることを目指している。

【４つの目標】
目標１「交通環境」:誰もが無理なく快適に利
用できる諏訪湖周のサイクリング環境の創出

目標２「健康・スポーツ・環境」:諏訪湖の自
然や湖畔からの眺望を楽しみながら、誰もが気
軽に健康増進を図れるサイクリング環境の整備

目標３「観光振興」:諏訪
湖周に立ち並ぶ美術館や公
園などの施設と連携したサ
イクリング環境の整備

目標４「安全・安心」:自
転車事故のない安全で安心
な諏訪湖周のサイクリング
環境の整備

出典:諏訪湖周自転車活用推進計画

【歩道と自転車道を
整備したイメージ図】

【計画区域（赤線内）】
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３）近隣自治体の取組状況（伊那市）
③伊那市自転車活用推進計画
◇「観光」「健康」「都市環境」「交通安全」の４つの目標が基本方針。
◇特に、観光振興について具体的取組が示され、観光資源を活かしたサ

イクルルートの創出や、既存の自転車アクティビティの活用を図るこ
とを目指している。

【４つの目標】

目標１．サイクルツーリズムの
推進による新しい観光開発

目標２．自転車の利用推進によ
る活力ある健康⾧寿社会の実現

目標３．自転車の交通手段とし
ての役割拡大と利用環境の向上

目標４．自転車事故のない安全
で安心な社会の実現

【「トレイル・カッター」による山林を利用した
マウンテンバイクのガイドツアー】

出典:伊那市自転車活用推進計画

【H31年度に営業を開始した「中央アルプス
マウンテンバイクトレイル」】

【施策例】既存のマウンテンバイク施設の活用と官民の連携

・市内では、すでに２つのマウンテンバイク施設があり、海外からの利用もある。
・今後、多言語化等受入体制を整備していく中で、利用客の拡大を目指す。
・コースの延長や整備について、民間、地域、行政が協力する中で、利用客の拡大によ
る地域振興を図る。
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２．これまでの経緯

◇平成28年８月に戸倉上山田温泉旅館組合や市内外の自転車愛好家、行
政機関（⾧野県千曲建設事務所・千曲市）により設立。

◇継続的に千曲川サイクリングロードを軸としたサイクリング環境の創
出に向けて検討、整備。

１）科野さらしなの里サイクリング推進委員会

＜これまでのサイクリング環境創出に向けた主な取組＞
①サイクリングコースの設定（全９コース）
②サイクリングマップの作成（日本語・英語・繁体語）
③大型案内看板の設置（戸倉上山田温泉のカラコロ足湯前）
④道標の整備（サイクリングコースに随時整備中）
⑤千曲川サイクリングロードのリニューアル（舗装を随時修繕）
⑥「自転車の駅」の認定・整備（４箇所を認定、サイクルスタン

ドを13箇所に15基設置 ）
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◇「千曲市自転車活用推進計画」は、これまで取り組まれてきたサイク
ルツーリズムの流れを踏まえ、観光振興に特化した内容とし、「科野
さらしなの里サイクリング推進委員会」において、計画を審議。

◇計画期間は、令和2（2020）年度～令和８（2026）年度の７年間。

２）千曲市自転車活用推進計画の策定

案提示 意見

科野さらしなの里
サイクリング推進委員会

分科会

提案 事務局
（千曲市建設課）

ワーキング
グループ

【計画の策定体制】 【委員会の様子】
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３）千曲市自転車活用推進計画（R2.3策定）

科野さらしなの里をめぐる 賑わいのあるまちづくり
～千曲川サイクリングロードを核としたサイクルツーリズムの推進～

【基本目標】

２．受入環境の整備

３．公共交通機関との連携強化

４．自転車関連イベントの開催

５．PRの強化

６．サイクルツーリズムに関する地域連携の推進

科
野
さ
ら
し
な
の
里
を
め
ぐ
る

賑
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

１．自転車ネットワーク路線の整備推進
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【千曲市自転車ネットワーク路線】 【ガイド付きサイクリングツアー】

【サイクリングコースの路面表示】

◇市内の主要観光地を巡る計９本のサイクリングコースなどを自転車
ネットワーク路線として選定し、ルートの案内表示などを設置（今年
度、市民の自転車利用実態を踏まえ見直し予定）。

【千曲市自転車ネットワーク路線】 【ガイド付きサイクリングツアー】

１．自転車ネットワーク路線の整備推進
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２．受け入れ環境の整備

◇民間事業者や観光事業者と連携し、千曲市内外を周遊することができ
るレンタサイクルやシェアサイクルの実施を検討。

◇サイクリング拠点である「自転車の駅」の認定を推進。
◇駐車場で自転車を組み立て、千曲市内をサイクリングするサイクリス

トのために駐車場の整備や無料で利用できる駐車場の整備を支援。

【信越自然郷アクティブセンター（飯山市）】 【e-BIKEのレンタサイクル（飯山市）】
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３．公共交通機関との連携強化

◇鉄道事業者との連携を図り、サイクルスタンドや自転車組立スペース、
レンタサイクル、ガイドツアーの整備などにより、鉄道駅のサイクリ
ング拠点化を目指す。

◇鉄道事業者と連携したサイクルトレインの運行を目指す。
◇バス事業者と連携し、利用ニーズや課題を把握した上で、サイクルバ

スを運行する。

【米原駅サイクルステーション（米原市）】 【自転車組立場（尾道市）】
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４．自転車関連イベントの開催

◇民間事業者や観光事業者と連携し、本市や周辺市町村の魅力的な地域
資源をつなぎ、発信する自転車関連イベントを開催。また、市内各地
においてガイド付きサイクリングツアーを開催。

◇市民が自転車を楽しむきっかけを作るために、千曲ランなどの各種ス
ポーツイベントとの連携を図り、市民を対象とした自転車関連イベン
トを開催。

【千曲サイクリングイヤーのサイクリング】
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５．PRの強化

◇宿泊施設や公共施設、道の駅などサイクリストが立ち寄る施設にマッ
プを設置。

◇スマートフォンなどで閲覧することができるように、民間のサイクリ
ングルート共有サイトなどを活用した情報発信。

◇市内のサイクリングルートや自転車の駅、おすすめスポットなどのサ
イクリングに役立つ情報を発信するポータルサイトの作成。

【科野さらしなの里サイクリングのポータルサイトイメージ】
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６．サイクルツーリズムに関する地域連携の推進

◇ナショナルサイクルルートに指定される３ルートなど、全国的な先進
事例として調査し、本市のサイクルツーリズムの促進に活用。

◇県内市町村や県外都市との連携を図り、サイクルツーリズムに関する
都市間のネットワークづくりを推進。

【しまなみ海道サイクリングロード（尾道市）】 【プレイアトレ（土浦市）】
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３．計画方針
◇市民目線での自転車ネットワーク路線を追加
◇近隣市町との広域ネットワークの形成
◇新規道路整備に併せた自転車通行空間整備の実施
◇市民の自転車利用促進に関する広報啓発 など

都市環境

スポーツ・健康

観光

交通安全

◇既存イベントでの自転車の活用推進
◇自転車利用による健康増進効果についての情報発信
◇自転車通勤の推奨（行政職員の自転車通勤促進）

◇宿泊施設や公共施設等にマップの設置等。
◇市内外を周遊することができるレンタサイクル等促進
◇自転車関連イベントの開催等

◇ライフステージ別の交通安全教室の実施（幼児・小中
高校・事業所・高齢者別）

◇交通安全意識の向上を図る広報啓発
◇災害時の自転車活用促進


